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災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
町
や
消

防
な
ど
の
関
係
機
関
が
被
害
の
拡
大

防
止
や
負
傷
者
の
救
助
「
公
助
」
に

あ
た
り
ま
す
が
、
対
応
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
身
を
自
分
の
努

力
に
よ
っ
て
守
る
「
自
助
」
や
、
地

域
や
、
近
隣
の
人
が
集
ま
り
、
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
防
災
活
動
を
行
う

「
共
助
」
の
取
組
み
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　
災
害
に
備
え
る
た
め
、
普
段
か
ら

地
域
や
隣
近
所
で
避
難
や
地
域
の
安

否
確
認
方
法
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

情
報
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

地
域
で
行
う
防
災
訓
練
や
行
事
等
に

は
積
極
的
に
参
加
し
、
お
互
い
の
顔

が
見
え
る
交
流
を
図
る
こ
と
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
台
風
や
大
雨

に
よ
る
災
害
が
多
く
な
り
ま
す
。
最

近
で
は
、
短
時
間
に
狭
い
範
囲
に
大

雨
が
降
る
「
局
地
的
大
雨
」
の
発
生

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
雨
な
ど
に
よ
り
土
砂
災
害
の
危

険
度
が
特
に
高
ま
っ
た
と
き
に
は

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ

れ
ま
す
。
こ
の
情
報
は
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
な
ど
の
速
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
町
か
ら
の
情
報
な
ど
で
入
手
で

き
ま
す
。
早
期
避
難
が
で
き
る
よ
う
、

入
手
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　
斜
面
地
や
崖
、
渓
流
の
近
く
で
は
、

気
象
情
報
や
注
意
報
の
ほ
か
、
土
砂

災
害
の
予
兆
や
前
兆
現
象
に
も
注
意

し
早
期
避
難
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
夜
間
に
大
雨
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
暗
く
な
る
前
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
も
し
、
避
難
の
た
め
の

外
出
が
危
険
な
場
合
は
、
自
宅
の
な

か
で
崖
か
ら
一
番
遠
く
高
い
部
屋
に

避
難
す
る
「
垂
直
避
難
」
と
い
う
方

法
も
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の
最
新
の
気

象
情
報
に
注
意
し
、
雨
の
降
り
方
や

河
川
の
水
位
状
況
に
危
険
を
感
じ
た

ら
早
め
に
自
主
的
に
安
全
な
場
所
に

避
難
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な
い
よ

う
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
や
身
近
な
人

と
、
災
害
に
ど
う
備
え
る
べ
き
か
具

体
的
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

①
役
割
分
担
を
決
め
よ
う

　
非
常
持
ち
出
し
品
を
持
ち
出
す
係

　
子
ど
も
や
高
齢
者
に
付
き
添
う
係

　
ペ
ッ
ト
を
連
れ
出
す
係
　
な
ど

②
家
の
危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク

　
耐
震
補
強
を
確
認
す
る
、
家
具
の

　
転
倒
防
止
の
た
め
に
固
定
す
る
、

　
重
い
も
の
を
下
に
置
く
　
な
ど

③
防
災
用
品
は
す
ぐ
取
れ
る
場
所
に

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
救
急
箱
、
非
常
持

　
ち
出
し
品
、
消
火
器
　
な
ど

④
非
常
持
ち
出
し
品
を
確
認
し
よ
う

「
被
災
に
備
え
て
普
段
の
外
出
時

　
平
成
27
年
３
月
に
神
奈
川
県
か

ら
津
波
浸
水
想
定
が
発
表
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
町
で
は
平
成
27
年

５
月
に
津
波
浸
水
想
定
を
記
載
し

た
印
刷
物
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
新
た
な
津
波
浸
水

想
定
で
は
時
間
ご
と
に
ど
の
よ
う

に
浸
水
し
て
い
く
の
か
、
東
海
大

学
の
協
力
で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
津
波
か
ら

命
を
守
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に

避
難
し
た
ら
よ
い
か
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
　
き
　
９
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
30
分
　
開
場

　
　
　
　
15
時
00
分
　
開
演
　
予
定

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室

講
　
師
　
山
本
　
吉
道
　
氏

　
　
　
　
（
東
海
大
学
工
学
部
土
木

　
　
　
　
　
工
学
科
教
授
）

　
　
　
　
梶
田
　
佳
孝
　
氏

　
　
　
　
（
東
海
大
学
工
学
部
土
木

　
　
　
　
　
工
学
科
准
教
授
）

参
加
費
　
無
料

　
災
害
時
に
は
「
自
助
」
「
共
助
」

「
公
助
」
が
円
滑
に
機
能
す
る
こ
と

に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
津
波
や
が
け
崩
れ
の
恐
れ
が
な
い

場
合
や
安
全
な
場
所
に
い
る
場
合
は
、

隣
近
所
で
助
け
合
っ
て
初
期
消
火
や

安
否
確
認
を
し
ま
す
。
普
段
か
ら
消

火
器
は
す
ぐ
手
に
取
り
や
す
い
場
所

に
設
置
し
て
お
き
、
ま
た
、
安
否
確

認
の
方
法
は
地
区
の
役
員
さ
ん
な
ど

に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
に
は
、
ま
ず
、
自
分
の
身

を
守
る
行
動
が
必
要
で
す
。
地
震
の

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
身
を
守
る
安
全

確
保
行
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
津
波
や
が
け
崩
れ
の
危
険

が
あ
る
場
合
は
安
全
確
保
行
動
を
行

っ
た
後
、
す
ぐ
に
避
難
！
防
災
行
政

無
線
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア

メ
ー
ル
）
に
注
意
し
、
直
ち
に
判
断

し
主
体
的
な
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

９月１日は「防災の日」９月１日は「防災の日」

台風・高潮、地震、津波等の災害についての認識を深め、

これに対処する心構えをする日として９月１日を「防災の日」、

またこの日を含む１週間を「防災週間」として定めています。

いざという時にあわてないように、日ごろから　

家庭や地域で災害について話し合いましょう。

台風・高潮、地震、津波等の災害についての認識を深め、

これに対処する心構えをする日として９月１日を「防災の日」、

またこの日を含む１週間を「防災週間」として定めています。

いざという時にあわてないように、日ごろから　

家庭や地域で災害について話し合いましょう。

「防災週間」８月30日(日)～９月５日(土)「防災週間」８月30日(日)～９月５日(土)
○防災行政無線放送
○防災行政無線ダイヤル（0120-83-0150）
○町ホームページ
　（http://www.town.oiso.kanagawa.jp/）
○町防災生活情報ツイッター（@bousaioiso）

　
晴
れ
て
い
て
も
上
流
で
雨
が
降
っ

た
と
き
は
急
激
に
河
川
の
水
位
が
上

昇
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　
台
風
や
大
雨
の
と
き
に
河
川
や
海

に
様
子
を
見
に
行
く
の
は
危
険
で
す
。

こ
の
よ
う
な
天
候
の
際
に
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
災
害
が
過
ぎ
去

っ
た
後
も
、
切
れ
た
電
線
へ
の
接
触
、

高
い
波
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
か
ら
発
す
る
防
災
情
報
を
自
主

的
に
積
極
的
に
取
得
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
行
政
無
線
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
配
信
、
町
防
災
生

活
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー(@

b
o
u
saio
iso
)

な
ど
、
普
段
か
ら
の
情
報
取
得
に
慣

れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＜常に最新の防災情報に注意＞

か
ら
携
帯
す
る
も
の
」
、「
被
災
し

た
と
き
に
ま
ず
持
ち
出
す
も
の
」
、

「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
り

避
難
生
活
が
長
引
く
場
合
に
備
え

て
５
日
分
を
め
ど
に
備
蓄
し
て
お

く
も
の
」
な
ど
、
用
途
別
に
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
女

性
な
ど
、
各
家
庭
に
よ
っ
て
必
要

と
な
る
も
の
を
用
意
し
て
お
く
の

も
大
切
で
す
。

⑤
緊
急
時
の
連
絡
方
法
を
決
め
よ
う

　
避
難
場
所
な
ど
家
族
が
落
ち
合
う

　
場
所
を
決
め
て
お
く
。
災
害
用
伝

　
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」
の
利
用
。

⑥
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認

　
危
険
箇
所
が
な
い
か
を
確
認
し
な

　
が
ら
実
際
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

地震発生直後地震発生直後 まずは
身の安全!

〈安全確保行動〉

揺れがおさまったら

●室内でもスリッパや
　靴を履く
●火元の確認と消火

住民

自助
慌てず
安全確認!

落ち着いたら

地域で
助け合い!

自宅が安全でない場合は避難所へ

津波やがけ崩れの危険がある
場合はすぐに避難！

●漏電、ガスもれに注意
●隣近所に声を掛け安否確認
●火災の場合、
　助け合って初期消火

●テレビ・ラジオで情報確認
●地域のみんなで
　初期消火・救助活動

警察・消防やライフライン各社などをはじめ、
民間企業の応急対策活動援助を受ける

隣近所で
助け合い!

地域

共助

行政

公助

地震発生！まずは身の安全！
▼安全確保行動

①ＤＲＯＰ！：まずひくく

②ＣＯＶＥＲ！：あたまをまもり

③ＨＯＬＤ ＯＮ！：うごかない

○
地
震
や
津
波
か
ら
身
を
守
る

○
風
水
害
か
ら
身
を
守
る

○
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

○
普
段
か
ら
備
え
よ
う

津
波
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
説
明
会
を
開
催

※フォローの際には、緊急情報をポップアップ形式
　で受け取れる「twitterアラート」の登録も同時に
　行いましょう。

○メール配信
10月１日より新システムの運用を開始します。
詳細は広報おおいそ10月号でお知らせします。

　神奈川県の調査により、特に土砂災害発生の恐れ
がある場所として「土砂災害警戒区域・土砂災害特
別警戒区域」が指定されています。自宅や普段から
居ることの多い場所の危険性をあらかじめ知り、い
ざという時の早期避難に備えましょう。

【神奈川県ＨＰ　土砂災害情報ポータル】
http://dosyasaigai.pref.kanagawa.jp/website
/kanagawa/gis/index.html
平塚土木事務所、町役場でも資料の閲覧ができます。

　　危機管理課　☎内線241・244　　危機管理課　☎内線241・244問

※

荒
天
等
に
よ
り
中
止
の
場
合
は
、

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

　
し
ま
す
。


